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9　みなさまこんにちは。ご紹介いただきました、小千
谷市から参りました魚沼冷蔵株式会社の小田島と申し
ます。
　本日のこの人選は動機が不純でして、原田先生と夏
の暑い頃にビールを飲みながら「社長職は娘に譲って
閑職になりました」と報告を致しましたところ、それ
なら今年のシンポジウムには丁度良いと簡単に決まっ
たらしいのです。私のような者の話が皆さんのお役に
立つのか？全く自信もありません。たまたま当社とし
ては一応の「事業承継は済んだ」ということで、成功
したとか、上手く行ったとか、未だそういう段階では
ございませんのでそのつもりで聞いていただければと
思います。
　今日は若い方も、学生さんもいらっしゃると思いま
すが、後継者の立場で聞いていただいて、何かひとつ
でも参考になるところがあれば幸いです。まずは魚沼
冷蔵と私の自己紹介！漫画のようなスライドですが見
ていただきたいと思います。
　最初にお断りしておきます。話をすると涙が出てし
まうのですが、私の妹の連れ合いがこの７日に夕刻５
時半頃、突然倒れまして、私も救急車に付き添って日
赤病院に行き、見守りましたが意識を取り戻すこと無
く急性の脳出血の診断で翌朝８日３時半に亡くなり
ました。義弟は私より半年程若いのにです。あまりに
も突然な出来事でショックと葬儀の準備等で夜も眠れ
ない状態が続いており、また、本日は午後６時からお
通夜ですので中座させていただきますがご了承願いま
す。彼は精密機械の会社の現役の役員をやっており、
その父上である会長が96歳で６月に亡くなられたばか
りなのです。その５カ月足らずのうちに専務が亡く
なった訳です。世の中には「まさか？」と思うような
事が現実にあるのだ！ということを私自身、ここ１週
間で学びました。
　皆さんお一人お一人も、ご自身のことに置き換えて
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事業継承で私が心がけたこと
魚沼冷蔵株式会社取締役会長　小田島　美智子
「事業承継について」は早い段階で考えておかれるべ
きかな！と思います。
　魚沼冷蔵は小千谷の駅前に所在する小さな会社で
す。これは８年ほど前に新築した社屋です。
　中越地震で被害を受け、結構な修理をしました。
　魚沼冷蔵は、昭和24年９月に創業で当初は名前の通
り冷蔵保管業でスタートしました。戦後早々のこの時
期、一般企業や店舗にも冷蔵庫など無い時代で多くの
地域の方々の要請を受け、協力も頂いて起業したのだ
と思います。
　既に社歴60年を過ぎましたが、未だにこの社名で営
業しております。いろいろ有りましたが何はともあれ
長く続いてきました。
　営業所は南魚沼市の六日町と小千谷市にあります。
そして20年ほど前に私が立ち上げました「吉
きっ
雪
せつ
」とい
う自社ブランドの小さな借り店舗が小千谷市の中心街
近くに有ります。今、「吉雪」では売上の７割ほどが
県外のお客様のお買い上げです。
　小千谷や長岡のお客様がお中元やお歳暮などで当店
の商品を東京へ、大阪へ、全国各地へと送って下さっ
たおかげで、その受け取った方々が包装やシールを確
認して電話やホームページで注文し、お付き合いの長
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いお得意様になって下さったという口コミ宣伝の形で
全国へ広がりました。
　ほんとうに有難い事だ、と感謝しています。
　資本金は僅か1,000万円。事業内容としては、食品の
卸売、加工、小売。社員はパートさんも含め30名ほど。
私が社長就任時もおよそ30名、今も約30名。但し、事
業内容は大きく変わりました。
　まずは当社の歴史と、現状を見ていただこうと思い
ます。このDVDは昨年の10月に創立60周年と私の社長
退任式のサプライズ用として現在の社長である娘が中
心になってつくってくれました。私も全く知りません
でしたので、退任式で初めて見たときには大いに感動
しました。
＜＜ビデオ上映開始＞＞
　江戸時代の頃から我が祖先は「塩物問屋」として北
海道松前の魚介類などを北前船で新潟港へ運び、塩蔵
物等に加工して魚沼地域の山間地へ背負い商いをし、
喜ばれ必要とされていたと聞いています。私の父は昭
和14年に戦地で負傷し、何とか一命を取り止めました
が足かけ５年程、東京の陸軍病院に入院。終戦間近に
半身不随の身体で小千谷へ帰って来ました。その父は
終戦後しばらくの間、小千谷高校の教師を務めました。
教師の仕事を愛していた父でしたが、昭和32年頃、高
齢の祖父に懇願され不本意ながら、魚沼冷蔵の経営を
引き受けるはめになりました。この時が祖父から父へ
の強引な「事業承継」だった訳です。
　その後、父は将来を見越して昭和42年に六日町に土
地を求めました。その当時、湯沢は静かな温泉町でし
たが、50年代に入ると「東京都湯沢町」と呼ばれ活況
を呈しました。その後しばらくの間、六日町営業所の
売上は右肩上がり。会社の成績も大いに伸びました。
　病弱だった父が昭和56年暮れに亡くなった為に、私
は家付きの長女として翌57年新年正月早々、突然、ふ
たつの銀行から融資の保証人として経営への参画する
よう求められました。ほとんど何も分からぬ状態での
取締役就任でしたが、必死で経営セミナーに通い、コ
ンサルタントに指導を求めました。売上の増加に合わ
せ、六日町営業所に冷蔵庫を増築し、冷蔵保管業は廃
止しました。また、また、周りからは「トップの道楽」
と揶揄されましたが賑やかな湯沢駅前に「駒子雪本舗」
という名で小千谷縮や食品等、新潟の土産物を扱う店
をオープン。マンション族等、都会のお客様が立ち寄
る店としてNHKやTBSなどマスコミにも取り上げられ
ました。上越新幹線が停車、高速道路も開通、まさに
越後湯沢が活況を呈した短い期間です。私も単純に束
の間の成功？を喜んでいました。これはその後の「吉
雪ブランド」へと繋がりました。
　その後、現在まで小規模ながら加工、卸売、小売の
３本柱で営業を続けております。
　また年に１・２度の展示会では業務用関係のお得意
様（ホテル・旅館・レストラン等）をご招待し、冬シー
ズン用の新商品や必需品を見て頂き、メニユーを決め
てご注文を頂く、などのイベントも今年でもう27、８
回続けております。
　これは小千谷の「吉
きっ
雪
せつ
」。先ほど申し上げた自社ブ
ランドの商品です。この店は地震で大きく壊れ、現在
は街の中心街に近い家具屋さんの一角をお借りしてア
ンテナショップの形で営業しています。このスライド
は地震の後です。
　これは「登紀子ばぁば」こと料理研究家の鈴木登紀
子先生です。86歳になられますが、頭は益々冴えて大
きな仕事をバンバンされています。10年ほど前に先生
が当社の鮭を気に入ってＮＨＫＴＶの「今日の料理」
等で使って下さり、家庭画報やサライなど雑誌等でも
全国に向けてご紹介下さいました。小千谷にも何回か
お運びいただき、商品開発等、親しくご指導も賜りま
した。
　これはお客様をお呼びしての「新商品の試食会」の
様子。こちらは素人の社員達が冷凍技術を生かし「生
蕎麦の冷凍」を地域資源の認定をいただいて進めて居
るところでございます。
　「事業承継作業」の中で実行した事のひとつは、（様々
な意味で実力を持つ）古参社員の存在は交代後、何か
と問題が起きると考え、思い切って退いてもらいまし
た。彼は優秀な社員でナンバー２の立場でしたからそ
の後は大きな影響が出ました。また彼は早々に同業を
立ち上げ、今も奮闘中ですから、当社のライバル的存
在になり、現場では厳しいこともいろいろ起きていま
す。当時は社員の中に動揺も有りましたが、新たな若
い社員が入り、社風も変わり活気づきました。これは
「事業承継」の大きなポイントかも知れません。社員
共々、また、お互いに大変な思いもしましたが、私の
在任中に実行できて良かったと思っています。
　このDVDは全社員に配布しました。一番喜んだのは
社員の子供さんや奥さん。仕事場で働く家族（父や母）
のキリリと引き締まった顔や姿に感動して、繰り返し
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何度も見てくれているそうです。また年に１回、もう
20回余り続いておりますが、期の初めには市内の大き
めの会場をお借りして、「経営計画発表会」を行って
います。全社員がひとりずつ前に立ち、今期の目標・
数値を発表する。その目標に沿って毎日、毎月頑張る。
今はパソコンの画面で毎日の数字のチェックも行えま
すし、全員がパソコンの画面で行動予定・各種情報・
達成率等も確認できますので、各自、日々チェックし
ながら前向きに行動しています。
　また地震の後、あまりにも仕事が無く、暇なので社
員の心を引き締め、まとめる為にISO9001の取得を目
標に掲げ、夜の勉強会を続けました。悪戦苦闘の１年
間の準備後、何とか取得する事ができました。お陰様
でほとんどの作業が仕組みで動く形が出来て、資料も
日報も大変見やすく分かりやすく改善され、様々なク
レーム等もほぼ無くなりました。ISO取得は「地震の
おかげ」ですがとても良かった出来ごとでした。
＜＜ビデオ上映終了＞＞
　私の自己紹介をします。私は昭和19年、戦争の末期
に超未熟児で生まれ、医師からは命の保証は出来ない
と言われたそうですが、父母に頑張って育ててもらい
ました。小千谷高校を卒業後、北越銀行に５年間勤
務しました。退社後、昭和42年５月に結婚。翌年、綾
子と名づけた娘に恵まれました。ところが娘が２歳に
なった時、主人は29才で天国に旅立ってしまいました。
私は26歳。銀行に勤務していたおかげで、様々な方か
ら「当社へ来て働かないか？」と言っていただきまし
たが、小千谷市内には顔見知りが多く、歩くことすら
辛いので、知人のいない地域ならば、ということで、
たまたま長岡市の安田火災海上保険（損害保険会社）
から、「研修生の制度ができたから是非！」と誘われ、
保険とは何なのか、火災保険と生命保険とどう違うの
か？分からないようなお粗末なレベルでしたが、とに
かく自立しようとの決意で研修生として入社させてい
ただきました。
　案の定、無知ゆえにいろいろ大変な思いをし、毎日
「退職願」をカバンに忍ばせて出勤していました。当
時は損害保険（自動車保険・火災保険等）の取り扱い
は男性の営業マンがほとんどでしたから、お客様も相
手にして下さらないのです。それなら、仲間があまり
売らない保険を売るのだ！と決意し、研修で学んだ新
しい賠償保険を真剣に勉強しました。その研修の為に
は淋しがる娘を母に預け大阪や東京などへ随分通いま
した。
　そのお陰もあり「珍しい保険や難しい保険はあの人
に聞けば良い」とあちこちの企業から声をかけて頂き、
56年には、新潟県で最初に特級一般代理店への格上げ
の認定をいただきました。
　そして私の「事業承継」のスタートは昭和56年12月
29日の真夜中！父が新潟大学病院で亡くなった時で
す。享年67歳でした。大晦日に密葬、雪の降る大変な
寒さの中、翌昭和57年１月10日に社葬を行いました。
父は病気がちではあるが当分生きていてくれるもの
だ、と私は勝手に思い込み、病床の父の話や懇願には
耳も貸さず、魚沼冷蔵のその後の事など全く考えてお
りませんでした。
　今になって父の無念や心残りの想いを察すると申し
訳無く、胸が苦しくなるほどです。
　その社葬に参列して下さった地銀２行の支店長さん
から翌日に電話が入り、「是非、来店して欲しい」と。
用件は「融資の保証人は直系のあなたが引き受けねば、
引上げさせて頂きます」と言われました。それまで私
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自身は「今後は古参の役員さんが経営するのだろう…」
位に考えていました。苦労を背負うだけだからと母や
身内は私の役員就任には大反対でした。しかし30名の
社員から嘆願書が出たり、銀行からは催促されたり。
とうとう何も分からないまま役員を受けざるを得ない
立場に追い込まれました。
　結局、「おだじま保険事務所」という自ら起業した
保険代理業と、異業種の食品流通業の「魚沼冷蔵」の
両社を自ら経営しなければならないという状況に追い
込まれました。
　しばらくの間、私はただ仕事に振り回されて棒立ち
状態でした。毎日、夜中の２時、３時まで保険の事務
作業をし、朝７時、８時には魚沼冷蔵に出勤するとい
う状態で、娘の面倒を見る時間は全くなく、ほとんど
母に育ててもらったようなものです。娘は今も言いま
すが「私にはお母さんはいなかった。お父さんみたい
な怒りん棒の人がいた」と。
　一人娘の綾子には中学生位までは「良い人生だっ
た！と言える生き方をして欲しい。好きな事をやれば
良い。お母さんは絶対に子不孝はしないから」とカッ
コ良い事を言っていましたが、どこを見回しても娘以
外、誰もいませんでしたから、「経験も知識も少ない
のに我儘を言うな！」と、高校以降、大学進学も就職
も全て私が強引に方向性を示して従わせました。
　高校は本人の希望で長岡高校に行きましたが、その
後は産能短大の後継者育成の学科のみ受験させ他の大
学の願書は捨てさせました。２年間で広く、浅くでは
有りましたが、経営一般をひと通り学ばせ、保険・簿
記・秘書検定などの資格も在学中に取るように伝えま
した。
　短大卒業後はすぐに安田火災を受験させました。秘
書室勤務でどうか？と言われたのですが、「一番辛い、
忙しい現場を体験させて欲しい」とお願いし、渋谷の
事故処理センターに勤めさせていただきました。２年
後、おおよその仕事を覚えたという時に上司にお願い
し、随分、慰留されましたが、再び強引に辞めさせ、
知人経由で新宿の人材派遣会社の社長に預け、１年間
の約束で派遣側と派遣される側の両方の体験を積ませ
ました。その頃、上京し、娘と泊まると10時過ぎにど
こかへ電話をして、「どうしても続きませんか？何が
一番辛いですか？」などと派遣されている人の話を聞
き、慰めたり、熱心に説得している様子を見て、「こ
の若さで大変ではあるが勉強になるな！」と感心して
聞いて居りました。その後、相当、抵抗も有りましたが、
派遣会社も約束どおり１年で辞めさせました。本人は
嫌々、小千谷へ戻って来たのですが、保険関連の仕事
はもちろん、労務なども含め経営の基本的な事はほぼ、
任せられるレベルに育っておりました。「若い時の苦
労は買ってでもさせろ！他人の飯を食わせろ！」の諺
は確かだなぁと、親として非常に嬉しく思った事を思
い出します。
　幼児の頃には気の置けぬお客様の訪問には了解を得
て、連れて行きました。多くのお客様から娘や孫のよ
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うに可愛がっていただき、連れて行かないと「待って
いたのに」とがっかりされたりする程でした。
　おだじま保険事務所の娘への「事業承継」は10年ほ
ど前に行いましたが、1,500 ～ 1,600件のお客様の引き
継ぎも「娘さんの方が説明が親切だから。優しいから」
とお客様からの抵抗はなく、かえって新しいお客様も
増えた様子でした。おだじま保険事務所は現在、社長
である娘を含め５人でやっております。
　また、魚沼冷蔵の仕事も、娘が高校生の頃から商品
の販促活動や湯沢・小千谷の新店舗の立ち上げなどス
タッフの中心において夜中まで手伝わせました。また、
お得意様への挨拶回りとか会合などご招待などの席に
も同行させました。また、社員の個別面接や人事評価
も、人を見る目を養わせる為に同席させました。
　私は社員のミスを見つけて注意したり新商品の試食
で文句を言う事はできるのですが、手先の細かい現場
作業は苦手なので、多くの作業を娘に丸投げして、例
えば大寒の雪の中で商品を売る、展示会でお客さんに
説明する、お店では商品の美しい包装や商品説明、言
葉使いや礼儀作法等、美しく仕事をこなせるように厳
しく躾けました。
　両社の社員は、若い時から共に働く娘の後ろ姿を見
ておりましたので抵抗なく後継者として認知してくれ
たものと思います。
　娘にはどちらの会社の経営についても高校生の頃か
ら相談相手として（大きな投資やパソコンのシステム
を変える時、社員の採用等）相談を持ちかけ意見を求
めました。娘に順序だてて説明し、質問される事で私
は自分の決意や心を決めてきたような気がします。
　その他、母と娘の「連絡ノート」。どちらかという
と事務連絡なのですが、ちょっと書きにくい「頑張っ
て偉いね！」とか「賢いプランだね！」などは、なる
べくノートに書くようにして励ましながら、未だに続
けています。15年程になります。
　私自身、「人生は出逢い次第、良い人脈次第」が持論。
娘には常に私の人脈を紹介し伝えて来ました。そこに
本人が良い出逢いと人脈を積み重ねて人生も仕事もス
テップアップし、変革して行けば良いのですから。
　娘のこれまでの人生は自由度が非常に少なく気の毒
だった！悪かったかな？と反省点が無いわけではあり
ません。しかし、私自身の引き継ぎ作業皆無の承継に
比べれば、今となっては本人のために、会社のために、
良かったのではないかと思っています。
　今の私は「老いては子に従え」を守って生きて行き
たいと決意しております。後を継がせる気持ち、又、
後継者として任せる想いをお持ちならば、その本人が
出来るだけ若い内に覚悟をさせるべきではないかと思
います。若い時期、好き勝手をして良いからと許して
おきながら、トップや親の都合で急に家に帰ってこい
では本人も気の毒ですし反発もあると思います。
　当社の場合には特殊かもしれませんが、特に地方都
市の中小企業の場合、親が歳を取ったから戻ってこ
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い！では難しいのではないかと考えます。後継者とし
ての必要な覚悟、学習、人脈等は、若い内ならば素直
に受け入れ易いのではないか。
　引き渡す側にとって「事業承継」の最大の目標と夢
は後継者を自分より優れた経営者に育て上げることで
しょう。我が例が良い承継作業だったのかどうかは、
未だ全く分かりませんが。
　娘が感想のコメントを書いてくれました。
　娘、小田島綾子からです。
　「小学校で保険代理店を継ぐように言われ、高校生
の時、魚沼冷蔵の方もあなたが引き継ぐのだよと言わ
れました。子どもの頃から会社の大人の中に入って
できる手伝いをしてきたことは、お客様の大切さ、仕
事の細かさ、社員とのコミュニケーション等、体験か
ら覚えたり、稼業の変化を間近で見る私の修行期間で
した。
　私が幸運だったのは、何をするときも周りの方から
一人前のメンバーとして扱ってもらえたことです。引
き継いだ現在は、新たな目標やライバル社との戦いで
力を試され、精一杯な毎日ですが、会社が進んできた
道のりや、社員の皆と一緒にした様々な体験を持って
いることは、皆の力を信じ、迷わずに決めたり、過去
の失敗からうちの会社なりの危機管理をすることが私
の感覚のなかで育ち、これから新しい事にもチャレン
ジできるところに繋がっているように思います。」
　本当にお粗末で、特殊な漫画のような人生ですが、
何か一つでも参考になれば幸いです。
